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腎癌診療にかかわる
全国の皆様の道標

 

腎癌診療と患者意思決定の礎

医師に加え，患者団体による
外部評価を導入
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本診療ガイドラインについて
総論
クリニカルクエスチョンと推奨
CQ1 小径腎腫瘍に対する針生検は
 推奨されるか？
CQ2 cT1の腎癌に対して腎部分切除術の
 施行は推奨されるか？
CQ3 小径腎腫瘍に対する手術以外の
 局所療法は推奨されるか？
CQ4 小径腎腫瘍に対する積極的経過観察
 （監視療法）は推奨されるか？
CQ5 転移を有する腎癌症例に対して
 腎摘除術は推奨されるか？
CQ6 根治的腎摘除術において
 リンパ節郭清は推奨されるか？
CQ7 転移巣に対する局所療法は
 推奨されるか？
CQ8 腎癌に対する術後補助薬物療法は
 推奨されるか？
CQ9 進行淡明細胞型腎細胞癌に対する
 一次治療として，免疫チェックポイント
 阻害薬を含むレジメンは推奨されるか？
CQ10 免疫チェックポイント阻害薬による
 治療後に増悪した症例に対する
 二次治療として，チロシンキナーゼ
 阻害薬は推奨されるか？
１．TNM臨床分類
２．Stage―病期分類（Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ）


